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皮膚 感染症 に対 す るBAY o 9867(Ciprofloxacin)の 臨床 的検討

古江増隆 ・サ 淑香 ・サ 弘一 ・堀江直茂

窪田泰夫 ・小川喜美子 ・原田昭太郎

関東逓信病院皮膚科

皮 膚 科 領 域 感 染 症 に対 して,キ ノ リ ン カル ボ ン酸系 の新 合 成 抗 菌 剤 で あ るBAY o 9867の 臨 床 的

効 果 につ い て検 討 した。

対 象 患 者 は33例(男23例,女10例,年 令20～59才,体 重44～90kg)で,対 象 疾 患 の 内訳 は 毛嚢

炎5例,癌3例,蜂 窩 織 炎6例,リ ンパ 管(節)炎9例,皮 下 膿 瘍1例,感 染性 粉 瘤6例,皮 膚疾

患 に伴 う二 次 感 染3例 で あ った 。 重 症 度 は 重 症5例,中 等 症24例,軽 症4例 で あ った。 本 薬 剤 は1

日300～600mgを 経 口投 与 し,投 与 期 間 は3～17日 間,総 投 与 量 は0.9～10.2gで あ った 。

臨 床 成 績 は 著効8例,有 効21例,や や有 効2例,無 効2例 で,有 効 率 は87.9%で あ っ た。

病 巣 分 離 菌 の 内訳 はS.aureus(7株),S.epidemidis(5株),P.ams(5株),S.capitis(1株),

Peptostreptococcus(1株),P.avidum(1株),S.pyogenes(1株),S.xylosus(1株)で,S.aureus,

S.epidermidisは 治 療 後 に 全株 消 失 した。

副 作 用 は1例 に 胸 や け を認 め た が,投 与 中 止 す る まで もな か っ た。 臨床 検 査 値 異 常 は1例 に

BUNの 軽 度 上 昇 を認 め た の み で あ っ た。

BAY o 9867は 西 ドイ ツ ・バ イエ ル社 で 開 発 され た1

位 にCyclopropyl基 を有 す るキ ノ リ ン カル ボ ン酸 系 の新

合 成 抗 菌 剤 で あ る(Fig.1)。 本 剤 は 同 系 統 のNalidixic

acid,Norfloxacin,Ofloxacin,Enoxacinと 同様 に細 菌 の

DNAgyraseを 阻 害 す る こ と に よ っ てDNA複 製 を 阻止

す る と考 え ら れ て い る1)。BAY o 9867は 抗 菌 ス ペ ク ト

ラムが極めて広範囲で, S.aureus,S.faecalis,E.coli,

Klebsiella,Citrobacter,Enterobacter,Proteus,Serratia,

P.aeruginosa,H.influenzae,N.gonorrhoeae,B.fragilis

など好気性のグラム陽性菌,グ ラム陰性菌はもとより嫌

気性菌に対 しても強い抗菌力を有している。特にほとん

どの菌種で,Nornoxacin等 に比べ,2～4倍 強い抗菌

力 を示 し,殺 菌的に作用することが本剤の特徴であ

る2～4)。今回,本 剤について皮膚科領域における各種感

染症に対 して若干の臨床的評価 を試みたのでその成績に

ついて報告する。

1.投 与対象及び方法

1.投 与対象

昭和59年6月 から11月 にかけて関東逓信病院皮膚科に

来院した外来患者33例 を対象とした。対象疾患とその症

例数はTable 1,2の 如 く,毛 嚢炎5例,癌3例,蜂 窩

織炎6例,リ ンパ管(節)炎9例,皮 下膿瘍1例,感 染

性粉瘤6例,皮 膚疾患に伴 う二次感染3例 である。年令

は20才 ～59才,性 別は男23例,女10例,体 重は44kg～

90kg,重 症 度は重症5例,中 等症24例,軽 症4例 で

あった。

2.投 与方法及び効果判定

1日300mgあ るいは600mgを3回 にわけて経口投与

した。1日300mg投 与 した症例 はTable 2の()内

に示 したが,計11例 であった。投与期間は3日 ～17日 間,

総投与量は0.9g～10.2gで あ った。

臨床効果の判定は,著 効(Excellent),有 効(Good),

やや有効(Fair),無 効(Poor)の4段 階で行った。判

定基準は,特 に厳密な規定を設けず,そ れぞれの疾患の

性質を配慮 し,主 治医の判断に任せた。また可能な限り

投与前及び投与中に病巣から細菌の分離を試み,細 菌学

的効果として消失,不 変,交 代,不 明の4段 階で判定し

た。なお,分 離同定 した菌株についてBAY o 9867な

らびにPPAのMICを 日本化学療法学会標準法に従って

測定した5)。

Fig.1BAY o 9867(Ciprofloxacin)

II.治 療 成 績

1.臨 床効果

全症例の臨床効果,分 離菌,MIC値 な どの詳細は
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Table 2 Clinical effect of BAY o 9867

( ):100mg•~3

Table 3 Clinical effect of BAY o 9867

Table 1に,ま た そ の簡 単 な ま と め をTable 2,3に 示

した。33症 例 に対 す るBAY o 9867の 臨 床 成 績 は,著

効8例,有 効21例,や や 有 効2例,無 効2例 で,全 体 の

有効率 は87.9%で あ った 。特 に 癌 や リ ンパ管(節)炎 に

対 して は100%の 有 効 率 を得 た 。投 与 量 別 の 臨床 効 果 は,

Table 3の 如 く,1日300mg投 与 群 で は有 効 率90.9%,

1日600mg投 与 群 で は 有 効 率86.4%と い う結 果 を示 し

た。

2.細 菌 学 的 効 果

Table 1の 如 く,臨 床 検 討 した33例 中,17例 の病 巣 か

ら投 与 前 に 細 菌 を分 離 し得 た。S.aureusは7株 を分 離

し,BAY o 9867投 与 後 全 例 消 失 した。S.epi4ermidis

は5株 を分 離 し,消 失3株,交 代2株 で 消 失 率 は100%

で あ っ た 。P.acmsは5株 を分 離 し,消 失2株,存 続2

株,不 明1株 で あ っ た。S.capitisは1株 を分 離 し,投

与 後 も 存 続 し た 。Peptostreptococcus,P.avidum,S.

Pyogems,S.xylosusは 各1株 ず つ を 分 離 した が,い ず れ

も消 失 した 。

3.副 作 用 及 び 臨床 検 査 値 異 常

副 作 用 は33例 中1例 に,投 与 直 後 よ り胸 や け を認 め た

が,コ ラ ンチ ル と7-Eを 併 用 し,BAY o 9867の 投 与

は 継 続 した 。胸 や け は投 与 終 了後 す み やか に消 失 した 。

臨 床 検 査 上 も,33例 中1例 にBUNの 軽 度 上 昇 を認 め た

の み で あ った 。

III.考 察

BAY o 9867は,キ ノ リン カ ル ボ ン酸 系 の新 しい経 口
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の合 成 抗 菌 剤 で あ る が,本 剤 は殺 菌 的 に作 用 し,グ ラム

陽 性 菌 に まで 抗 菌 ス ペ ク トラ ムが 拡 大 され,皮 膚 科 領域

で 分 離 頻 度 の 高 いS.aureus,S.ePiderｍidisな ど に も強

い抗 菌 力 を有 して い る1～4)。更 に 近 年 開 発 さ れ た 同系 統

のNorfloxacin,Ofloxacin,Enoxacinに 比 べ,ほ と ん ど

の 菌 種 で,2～4倍 強 い抗 菌 力 を示 す こ とが 特 徴 で あ

る1～4)。ま た体 内 動 態 の 面 か ら も皮 膚 病 巣 へ の 移 行 が極

め て 良 好 で あ る とさ れて い る4)。

今 回,33例 の各 種 皮 膚 科 領域 感 染 症 に本 剤 を投 与 した

と ころ,著 効8例,有 効21例,や や有 効2例,無 効2例

の 成績 をえ,87.9%に 有 効 で あ っ た。 細 菌 学 的 に も,病

巣 よ り分 離 しえ たS.aureus7株,S.ePidermidis 5株 の

す べ て に菌 の消 失 をみ た 。

副 作 用 は33例 中1例 に,軽 い胸 や けが認 め られ たの み

で あ った 。 また 臨 床 検 査 上 も,1例 にBUNの 軽 度 上 昇

を認 め たの み で あ った 。

以 上 よ り,BAY o 9867は 皮 膚 科 領 域 にお け る各種 感

染 症 に安 全 性 の 高 い有 用 な経 口抗 菌剤 で あ る と考 え られ

た。
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CLINICAL STUDIES OF BAY o 9867(CIPROFLOXACIN)IN SKIN INFECTIONS

MASUTAKA FURUE,SOOK HYANG YOON, HONG IL YOON,NAOSHIGE HORIE,

YASUO KUBOTA,KIMIKO OGAWA and SHOTARO HARADA

Depertment of Dermatology,The Kanto Teishin Hospital

The clinical efficacy of BAY o 9867,a new quinoline carboxylic acid derivative,was studied in dermatological infec-

tious diseases.

BAY o 9867 was administered to 33 patients with various skin infectious diseases. The dose was 300•`—600mg and

the duration of administration was 3 to 17 days.

The isolated organisms from affected sites were S.aureus,S.epidermidis,P.acnes,S.capitis,Peptostreptococcus,P.avi-

dum,S.pyogenes,S.xylosus.S.aureus and S.epidermidis were all eliminated.

Clinical results were excellent in 8 cases,good in 2lcases,fair in 2 cases and poor in 2 cases.The overall efficacy

rate was 87.9%.

As the side effect of BAY o 9867,mild heartburn was noted in 1 case.As the abnormal changes in laboratory data,

slight increase of BUN was found in only 1 case.


